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ま え が き

植物社会のフロラ組成は種， 属の段階では植物社会学的に重視されているが， 科の段階

となるとあまり重視されていない。 植生単位と分類群は平行的階級体系にまとめられてい

るが， 分類群が系統的発展の歴史にしたがい， 類縁関係をあらわすのに対し， 植生単位は

植物相互の競争と共存の結果生じたものであり， 氏と育ちといった本質的相異のあること

は論をまたない。 しかし両者は完全に無関係といってよいであろうか。 分類群と植生単位

がどうしてできたかは， いまだ解決されない謎である。 しかし現在から過去を推理してみ

ると， 分類群は地球の登達の歴史と共に， 地球上の環境の変化に応じて， 上位のものから

しだいに下位のものへと分化してきたものと考えられ， 上位の綱や目が地質時代の代， 紀
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といった大きな区分に従って興亡の歴史をたどり，漸次下位の分類群は世またはその小区

分と共に分化してきたものらしい。この関係は植生単位においても同様で，新しい分類群

が分化し，環境が変化するにつれて，植生の移動を生じ，新しい環境のもとに，共存対手

を相互に選択した結果，まず上位の植生単位が分化し，漸次下位のものに分化がおよび，

もっとも下位の植生単位は現在共存の対手をもとめあっているとも解釈される。過去にお

いてマツ科時代，スギ科時代といった分類群の主役の交代に応じて，植物社会にも主役を

なす群団や群集の盛衰があったと考えられる。

日本列島の古地理をたずねると，アジア大陸の半島のごとき時代があり，その後現在の

海岸線が確定するまで，気候の変化と共に海陸の分布が変化し，フロラおよび植生は北上，

南下をくりかえしつつ，今日のフロラをつくる分類群が分化するにつれて，群団や群集が

今日のすがたにまで変遷してきたと考えられる。そうならば，下位の分類群同様,下位の

植生単位は近い過去からの分化の過程にあり，群集，群団と漸次上級の単位にいたるにつ

れて，過去の歴史の結果を示し，またその過程は分類群特に属内における生活形の進化と

は特に関係が深いと結論しないわけにいかない。鈴木時夫（1976）は屋久島の森林植生の

生成を考えてこの点に考えおよびにいたり，群集の科組成の考察の必要を痛感した。‐

考察の範囲方法

群集をつくっている要素は植物の生活している個体であると共に，過去の歴史を背負っ

た分類群でもある。普通これは種の段階で調査され，組成表にくまれているが，科の段階

まで上げて考察する。その場合材料は群集組成表で，これを種数と数量関係の両面から科

について計算する。数量関係は総合優占度（被度指数），つまりTuxENとFTLFNBERG

のGruppenwertによった。

すべての科について考察をおこなうのは困難であるから，種数および数量関係の首位に

ある科に限った。そして便宜上，下位標高ならびに南方に重心をもち，西南日本の冷温帯

から暖温帯に末端をもつ科を仮りに熱帯科，北方針葉樹林帯に重心をもち，西南日本の温

帯に末端をもつ科を北方科，西南日本の冷温帯，暖温帯の間で選択を受けたらしい科を温

帯科とし，アカネ科，トウタ．イグサ科，クワ科，ウラボシ科，ブナ科，クスノキ科，ツバ

キ科，ヤブ．コウジ科，ハイノキ科，モチノキ科，バラ科，マツ科，ツツジ科，ユリ科，イ

ネ科，カエデ科の16科を調査し，屋久島について表1を，霧島山について表2を，日豊海

岸について表3，四国について表4，北部九州について表5を得た。考察をおわってみる

とカエデ科，イネ科は温帯科においた方がよいと思われるが，見掛上の数字により仮に表

のごとく区分した。

アカネ科は屋久島のスダシイ・モクタチバナ群集に種数，数量関係ともに重心的に代表

され，隣接する群集にも屋久島においてはかなり勢力が強いが，九州本島の各群集におい

て微弱で，ただ四国のコジイ・クロバイ群集には，特にそのタイミンタチバナ亜群集に種

数・優占度ともにやや顕著であるばかりで，北九州の各群集にはほとんど影をひそめ，こ

の科が南アジア，東南アジアの熱帯に関係が深く，とくにスダシイ・モクタチバナ群集は

この科の植物を含むことにより熱帯的性格を示すことがわかる。
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トウダイグサ科はアカネ科と同様の傾向をもつが，群集内の優占度はアカネ科より低く，

また四国海岸に対して，九州の日豊海岸がこの科については熱帯的であるといえる。

ウラボシ科も同じ範型であるが，屋久島における重心がスダシイ・モクタチバナ群集よ

りもむしろスダシイ・タイミンタチバナ群集にうつり，種数の最高がイス・シキミ群集に

うつるなど，山地の雲霧帯にやや偏好性が移ると共に，優占種階層よりは林床に生活の場

をもつことを示している。

クワ科は熱帯的優占種階層の科として屋久島のスダシイ・モクタチバナ群集に中心をも

ち，高地および北方の低熱地帯には，落葉とよじのぼり植物としての生活形を獲得するこ

とにより侵入をわづかに許されている熱帯的な科である。

これを要するに熱帯科の中心は屋久島のスタ，シイ・モクタチバナ群集にあり，その生態

的特性は熱帯多雨林性の高温と多湿であって，水湿を伴わない高温はウパメガシ．トベラ

群集のごとく熱帯科の生活に有利でない。なお西南日本の日本海岸に分布するハマビワ．

オニヤブソテツ群集，屋久島のマルバニッケイ群集が，熱帯科を含むことの少いのは興味

あることである。

ブナ科とクスノキ科は東アジア，東南アジアの亜熱帯多雨林から照葉樹林を形成する主

要な科であることは,GRIsEBAcH1884,工藤および佐々 木1931,鈴木重良1931らもす

でに着目したところであるが，温帯科の中，数量関係は特にブナ科が高い。種数はいずれ

の場合にもクスノキ科が高い。この2科の共存は九州本島のブナ群団に入っても保持され

ることは注目に価する。日本列島の範囲で，第4紀において，この両科の分類群の分化が，

植生単位の分化と平行して行なわれたことを示唆し，本研究の成果目特筆すべきことである。

ツバキ科，ヤブコウジ科，ハイノキ科，モチノキ科は，ブナ科十クスノキ科の共存体に

付随するもので，森林の第2高木層以下を形成し，ともに温帯科の主体をなし，常緑広葉

の分類群をスダシイ群団に，夏緑落葉の分類群をブナ群団にもっている。バラ科の行動は

必ずしも，ブナ＋クスノキ科共存体とは同一仮りに温帯科の中に入れたが，なおその科の

科と共に研究を必要とする。

北方科は日本の温帯に北方針葉樹林帯から南下してそこで分布の末端をもっている科で

マツ科十ツツジ科の共存体を中心としている。その中心はツガ・ハイノキ群集にあり，地

理的には屋久島と霧島山にあり，マツ科は北九州のモミ・シキミ群集と屋久島のウバメガ

シ・トベラ群集にもかなりの数量をもってあらわれるが，ツツジ科との共存が顕著なのは

屋久島のツガ・ハイノキ群集のスギ亜群集に限られている。そしてツツジ科の中心は霧島

山のミヤマキリシマ・マイズノレソウ群集にあり，アカマツ・ミヤマキリシマ群集は九州本

島におけるマツ科十ツツジ科共存体の中心である。

イネ科は北九州のブナ・スズタケ群集とそのコバノミツバツツジ亜群集に中心をもって

いて，屋久島では表外のヤクシマヤダケ群集に中心があり，調査範囲では北に偏っている

ので北方科に入れたが，むしろ落葉のブナ科とのむすびつきが強いので，温帯科の北方亜

型とみた方がよいかも知れない。スイカズラ科，カエデ科も北方科というよりも，この亜

型に属するらしい。この問題はなお中北部日本や北部日本の資料がそろうまで保留しておく。
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